
{
研
究
論
文
]

要
賀
子
碑
を
臨
書
す
る

ー
書
の
分
析
的
鑑
賞
を
通
し
て
|

武
居

ち
ひ
ろ

は
じ
め
に

本
研
究
で
は
、
「
餐
賀
子
碑
」
の
特
徴
を
と
ら
え
た
臨
蓄
を
目

的
と
し
、
時
代
背
景
・
字
形
の
視
点
か
ら
作
品
を
分
析
・
追
究
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
奏
賓
子
碑
」
は
、
中
国
南
部
・
建
寧
郡
の
太
守
で
あ
っ
た
袈

賀
子
と
い
う
人
物
に
関
し
て
警
か
れ
た
碑
で
あ
る
。
四

O
五
年
に

建
碑
さ
れ
た
直
後
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
。
碑
石
の
大
き
さ
は
百

九
十
×
七
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
題
字
は
碑
文
と
同
じ
書
体
で

五
行
×
三
字
で
刻
さ
れ
、
本
文
は
十
二
行
×
三
十
字
、
下
方
に
十

三
行
×
四
字
で
建
碑
者
の
官
職
と
姓
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
乾

隆
四
十
三
年
ご
七
七
八
)
に
雲
南
省
曲
靖
県
南
部
、
楊
旗
田
で

出
土
し
た
。
現
在
、
砕
石
は
雲
南
省
曲
靖
県
第
一
中
学
校
の
「
袈

碑
亭
」
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

建
碑
時
期
は
東
晋
時
代
で
あ
る
。
碑
文
末
尾
に
太
亨
四
年
と
刻

ま
れ
て
い
る
が
、
太
亨
は
一
年
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
元
号
で
あ

る
。
碑
文
の
年
号
や
、
こ
の
碑
が
出
土
さ
れ
て
か
ら
現
在
地
に
至

る
ま
で
の
経
緯
な
ど
に
関
し
て
、
成
豊
二
年
ご
八
五
三
)
、
部
爾

恒
が
碑
末
に
蹴
文
を
書
き
加
え
た
。
駿
文
は
六
行
×
三

O
字
の
隷

書
で
刻
さ
れ
る
。

晋
の
安
帝
の
時
代
、
丞
相
に
な
っ
た
桓
玄
は
、
帝
を
退
け
て
自

ら
を
「
大
楚
帝
」
と
称
し
た
。
こ
こ
で
年
号
を
永
始
(
四

O
三
)

と
改
め
る
。
し
か
し
、
翌
年
の
永
始
二
年
に
「
大
楚
帝
」
桓
玄
は

劉
裕
に
殺
さ
れ
る
。
安
帝
は
復
位
し
、
年
号
は
再
び
元
興
に
戻
っ

た
。
そ
の
翌
年
に
は
義
照
と
改
元
。
そ
の
た
め
「
袈
賀
子
碑
」
に

書
か
れ
た
太
亨
四
年
と
い
う
の
は
、
義
照
元
年
(
四

O
五
)
に
あ

た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
部
爾
恒
は
「
黍
賀
子
碑
」
に
刻
さ
れ
る
元

号
が
太
亨
と
な
っ
て
い
る
理
由
に
関
し
て
、
そ
の
元
号
が
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
建
碑
者
が
知
ら
な
か
っ
た
た
め
と
述
べ

る。
ま
た
、
政
文
に
よ
る
と
、
「
祭
賞
子
碑
」
は
晋
代
の
数
少
な
い

石
碑
作
品
で
あ
る
と
い
う
。
前
漢
の
時
代
は
隷
書
の
最
盛
期
で
あ

り
、
石
碑
作
品
が
数
多
く
出
土
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
前
漢
の
後
の
三
国
・
両
普
時
代
に
造
ら
れ
た
石
碑
は
数
少
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
「
祭
賞
子
碑
」
が
建
碑
さ
れ
た
時
代
背
景
を

扱
う
。
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時
代
背
景

西
晋
が
滅
び
た
後
、
そ
の
建
国
者
で
あ
っ
た
司
馬
蕗
の
曾
孫
に

あ
た
る
司
馬
容
が
皇
帝
の
座
に
就
き
、
建
康
を
都
と
し
て
晋
帝
国

を
再
興
し
た
。
こ
れ
よ
り
以
後
を
東
晋
宝
二
七

1
四
二

O
)
と

い
う
。
北
方
は
異
民
族
が
殴
麗
し
、
西
晋
と
比
べ
国
土
は
非
常
に

狭
く
な
っ
た
が
、
産
物
の
豊
か
な
「
佳
麗
の
地
」
と
呼
ば
れ
る
南

方
地
帯
が
新
た
に
開
拓
さ
れ
、
国
の
財
政
は
潤
沢
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
住
む
貴
族
た
ち
は
豊
か
な
生
活
を
楽
し
み
、
華
や
か
な
文
化

が
醸
成
さ
れ
た
。

三
国
お
よ
び
西
晋
を
通
じ
て
、
行
書
・
草
書
が
広
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
次
第
に
家
書
・
隷
書
は
改
ま
っ
た
場
合
に
の
み
に

用
い
ら
れ
る
古
い
書
体
と
な
っ
た
。
東
晋
時
代
に
は
、
紙
の
使
用

が
一
般
化
し
て
い
た
為
、
書
道
の
名
手
た
ち
は
主
に
手
紙
の
上
で

書
を
競
い
会
っ
た
。
碑
の
文
字
の
よ
う
な
形
式
的
か
つ
造
形
的
な

表
現
だ
け
で
は
な
く
、
手
紙
の
よ
う
な
日
常
多
用
さ
れ
る
書
に
お

い
て
、
潤
渇
や
強
弱
の
変
化
と
い
っ
た
表
現
要
素
を
重
要
視
す
る

一
面
、
が
出
始
め
た
。

西
晋
が
滅
ん
だ
後
、
行
書
・
草
書
は
南
方
へ
と
う
つ
っ
た
王
朝

貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
先

駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
「
書
聖
」
王
義
之
で
あ
る
。
王
義
之
は
実
用

的
な
書
体
で
あ
っ
た
行
書
・
草
書
を
美
化
し
、
芸
術
と
し
て
完
成

の
域
に
高
め
た
と
言
わ
れ
る
。

東
晋
時
代
に
法
帖
が
流
行
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
紙
が
一

般
化
し
た
こ
と
や
、
王
義
之
を
は
じ
め
と
し
た
王
朝
貴
族
に
よ
っ

て
実
用
書
体
の
美
が
大
成
さ
れ
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
が
、
も
う
一
つ
大
き
な
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
に
よ
っ

て
石
碑
の
建
立
を
禁
止
す
る
政
令
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
政
令
を
立
碑
の
禁
(
禁
碑
)
令
と
呼
ぶ
。

漢
代
末
期
に
流
行
し
た
厚
葬
を
行
う
た
め
の
莫
大
な
造
営
費

用
は
、
民
衆
の
負
担
と
な
り
、
経
済
的
に
国
家
が
疲
弊
す
る
要
因

と
も
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
二

O
五
年
に
貌
王
・
曹
操
が
、
豪
族
の

権
威
性
を
削
ぎ
、
民
衆
の
活
力
を
呼
び
戻
す
為
の
手
段
と
し
て
行

っ
た
政
策
の
一
つ
が
、
立
碑
の
禁
で
あ
る
。
立
碑
の
禁
に
よ
っ
て
、

個
人
を
顕
彰
す
る
た
め
の
建
碑
は
禁
じ
ら
れ
た
。
後
の
西
晋
時
代

の
二
七
八
年
に
も
、
武
帝
が
引
き
続
き
建
碑
を
禁
じ
る
政
令
を
出

し
て
い
る
。
更
に
四

O
五
年
、
袈
松
之
が
建
碑
の
禁
止
を
論
じ
て
、

上
表
文
を
奉
っ
た
。
こ
の
た
め
か
、
三
国
時
代
か
ら
東
晋
に
か
け

て
は
、
石
碑
の
遺
口
聞
が
非
常
に
数
少
な
い
。
碑
末
尾
に
刻
さ
れ
た

郵
爾
恒
の
政
文
に
、
晋
代
の
石
碑
作
品
が
少
な
い
と
い
う
記
述
が

あ
っ
た
こ
と
も
領
け
る
。
「
嚢
賓
子
碑
」
は
、
禁
碑
の
時
代
に
造
ら

れ
中
国
南
部
で
出
土
さ
れ
た
、
数
少
な
い
個
人
を
称
揚
す
る
石
碑

で
あ
る
。
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点
画
の
特
徴

「
嚢
賓
子
碑
」
の
字
形
を
、
文
字
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ

る
点
画
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。
分
析
の
観
点
と
す
る
点

画
は
、
点
・
縦
画
・
横
画
・
左
払
い
・
右
払
い
で
あ
る
。
分
析
の

方
法
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
.
「
奏
資
子
碑
」
全
四

O
二
文
字
を
、
観
点
と
な
る
点
画
が

含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
分
類
す
る
。

二
.
観
点
の
点
画
を
含
む
文
字
の
多
く
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
一

つ
挙
げ
、
「
袈
賀
子
碑
」
の
特
徴
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

三
.
観
点
の
点
画
を
含
む
文
字
を
、
そ
の
特
徴
に
該
当
す
る
点

画
と
該
当
し
な
い
点
画
、
ど
ち
ら
の
点
画
も
備
え
る
と
い
う

三
種
類
に
分
類
す
る
。

四
.
点
画
の
更
な
る
特
徴
を
見
出
す
。

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
文
字
の
点
画
に
視
点
を
絞
り
、
「
察
賀

子
碑
」
に
お
け
る
点
画
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
研
究
で
は
、
点
画
の
特
徴
を
見
出
し
た
後
に
、
そ
の
特
徴
を

備
え
た
文
字
が
何
文
字
存
在
す
る
の
か
、
具
体
的
に
数
値
化
を
試

み
た
。
ま
た
、
「
察
賀
子
碑
」
の
臨
書
に
繋
げ
る
た
め
に
、
特
徴
的

な
点
函
の
用
筆
法
に
関
し
て
も
、
併
せ
て
考
察
を
行
う
。
ま
た
、

図
資
料
と
す
る
拓
本
は
、
『
中
国
法
書
選
十
九
暴
宝
子
碑
・
袈

龍
顔
碑
』
(
二
玄
社
・
一
九
八
九
年
)
を
使
用
す
る
。
拓
本
で
読
み

取
り
に
く
い
箇
所
に
関
し
て
は
、
佐
野
栄
輝
『
奨
宝
子
碑
(
貌
普

南
北
朝
の
書
)
』
(
天
来
書
院
・
二

O
O
二
年
)
の
双
鈎
を
参
考
と

す
る
。

(
一
)
点

最
初
に
、
「
表
質
子
碑
」
に
警
か
れ
る
点
を
分
析
す
る
。
「
裳
賀

子
碑
」
で
点
を
持
つ
文
字
は
、
碑
文
全
仰
文
字
中
捌
文
字
存
在
す

る

(
M
%
)
。

「
暴
賓
子
碑
」
の
点
を
見
る
と
、
他
作
品
で
は
見
ら
れ
な
い
三

角
形
に
つ
く
る
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
三
角
形
に
つ
く
る
点
を
作

品
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
仮
定
し
、
点
を
持
つ
文
字
を

次
の
三
種
類
に
分
類
し
た
。

θ
三
角
形
に
つ
く
る
点
を
持
つ
文
字
は
似
文
字
中
川
文
字
存
在

す
る

(
μ
%
)
0

0
三
角
形
に
つ
く
ら
な
い
点
を
持
つ
文
字
は
、
制
文
字
中
叩
文
字

存
在
す
る
(
M
%
)
。

②
ど
ち
ら
の
点
も
持
つ
文
字
は
、
三
角
形
に
つ
く
る
点
と
つ
く
ら

な
い
点
を
両
方
も
つ
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
捌
文
字
中
羽
文
字

存
在
す
る
(
M
%
)
。

θ
、
@
を
合
計
す
る
と
、
制
文
字
中
日
文
字
(
点
を
持
つ
文
字

η

J

u

n

ソ

ι

の
似
一
%
)
が
三
角
形
に
つ
く
ら
れ
る
点
を
も
っ
。
点
を
持
た
な
い

文
字
と
合
わ
せ
て
も
、
作
品
全
体
の
川
%
に
、
三
角
形
に
つ
く
ら
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れ
る
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
三
角

形
に
つ
く
る
点
が
「
袋
賓
子
碑
」
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
点

を
三
角
形
に
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
脈
が
表
現
さ
れ
、
文
字

に
動
き
が
出
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
点
の
用
筆
法
を
考
察
す
る
。
三
角
形
に
作
る
点
は
、

三
角
形
の
一
辺
を
書
く
よ
う
に
筆
を
入
れ
る
(
写
真
こ
。
対
角
に

向
か
っ
て
筆
を
引
き
上
げ
、
徐
々
に
筆
圧
を
抜
く
(
写
真
一
ご
。
始

筆
を
入
れ
る
位
置
に
よ
っ
て
、
三
角
形
の
形
や
角
度
も
変
化
で
き

る
(
写
真
三
)
。

写
真
一草地
写
真

組

写
真
三

縦
画

次
に
「
繋
賀
子
碑
」
に
書
か
れ
る
縦
函
を
分
析
す
る
。

で
縦
薗
を
持
つ
文
字
は
仰
文
字
中
間
文
字
存
在
す
る

( 

一一
、---

90.8 
u 碑
乙文
。中

そ
れ
ら
の
文
字
を
見
る
と
、
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
て
い
る
縦
函
が

多
い
。
そ
こ
で
、
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
縦
商
を
「
袈
賀
子
碑
」

の
大
き
な
特
徴
の
一
っ
と
仮
定
し
、
以
下
、
は
ね
上
げ
の
有
無
で

縦
画
の
分
類
を
行
う
。
終
筆
部
の
は
ね
上
げ
を
分
析
す
る
た
め
に
、

終
筆
部
が
他
の
函
と
重
な
る
縦
函
を
除
い
た
と
こ
ろ
、
分
析
対
象

は
全
部
で
加
文
字
と
な
っ
た
(
川
%
)
。

θ
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
縦
画
を
持
つ
文
字
は
、
加
文
字
中
川
文

字
存
在
し
た
(
U
%
)
。

。
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
な
い
縦
画
を
持
つ
文
字
は
、
加
文
字
中
印

文
字
に
存
在
し
た
(
口
%
)
。

②
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
縦
画
と
は
ね
上
げ
な
い
縦
画
、
ど
ち
ら

の
縦
画
も
持
つ
文
字
は
、
日
文
字
中
幻
文
字
存
在
し
た
(
い
%
)
。

り
b

'

l

-

終
筆
部
に
は
ね
上
げ
が
見
ら
れ
る
縦
函
は
、

θ
、
@
を
合
わ
せ

る
と
加
文
字
中
川
文
字
存
在
す
る
。
こ
れ
は
終
築
部
が
他
画
と
接

し
て
い
な
い
縦
函
の
川
%
に
あ
た
り
、
終
筆
部
に
は
ね
上
げ
る
縦

画
は
「
察
賀
子
碑
」
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
筆
部
で
は
ね
上
げ
な
い
縦
函
は
、
更
に
そ
の
特
徴
か
ら
大
き

く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
始
筆
・
終
筆
部
が
水
平
な
縦
函
を
持
つ

訂
文
字

(
O、
⑤
の
似
%
)
と
、
終
筆
部
に
力
を
溜
め
る
よ
う
に

書
く
縦
画
を
持
つ

m
文
字
(
②
、
②
の
い
山
%
)
で
あ
る
。
終
筆
部

で
は
ね
上
げ
る
画
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
用
筆
法
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
図
一
の
よ
う
に
、
始
筆
・
終
筆
が
水
平
な
縦
函
の
用
筆
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法
を
考
察
す
る
。
方
筆
で
入
筆
し
、
筆
圧
を
一
定
の
ま
ま
下
方
向

へ
筆
を
運
び
、
終
筆
部
で
は
左
方
向
へ
穂
先
を
収
束
さ
せ
る
よ
う

に
抜
く
(
写
真
四
)
。
終
筆
部
に
カ
を
溜
め
る
よ
う
に
書
く
縦
画
は
、

終
筆
部
で
画
の
右
方
で
筆
を
一
度
と
め
る
。
筆
を
左
方
向
に
向
け
、

穂
先
を
収
束
さ
せ
る
よ
う
に
筆
を
抜
く
(
写
真
玉
)
。

図

一

淵

図

二

庭

写
真
四

写
真
玉

(
三
)
横
画

続
い
て
、
「
嚢
賀
子
碑
」
に
書
か
れ
る
横
函
を
分
析
す
る
。
碑

文
中
で
横
薗
を
持
つ
文
字
は
全
回
文
字
中
間
文
字
存
在
す
る

'
q
 

(
削
%
)
。
そ
れ
ら
の
文
字
を
見
る
と
、
隷
蓄
の
波
礁
の
よ
う
に

終
筆
部
で
右
上
方
に
は
ね
上
げ
る
横
画
が
多
い
。
そ
こ
で
終
筆
部

を
右
上
方
に
は
ね
上
げ
る
横
薗
を
「
袈
賀
子
碑
」
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
と
し
、
以
下
、
右
上
方
へ
の
は
ね
上
げ
の
有
無
で
横
画
の

分
類
を
行
う
。
な
お
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
横
画
は
、
そ
の
性
質

か
ら
隷
書
に
お
け
る
波
探
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら

れ
る
が
、
本
研
究
で
は
呼
称
を
避
け
る
。

終
筆
部
の
は
ね
上
げ
を
見
る
た
め
に
、
終
筆
部
が
他
の
画
と
接

し
て
い
る
横
画
を
除
い
た
と
こ
ろ
、
分
析
対
象
は
捌
文
字
中
山
文

字
と
な
る
(
削
%
)
。

θ
終
筆
部
で
右
上
方
に
は
ね
上
げ
る
横
画
を
持
つ
文
字
は
抑
文

字
中
山
文
字
存
在
す
る
(
似
%
)
。

。
終
筆
部
で
右
上
方
に
は
ね
上
げ
な
い
横
画
を
持
つ
文
字
は
全

問
文
字
中
叩
文
字
存
在
す
る
(
別
%
)
。

@
終
筆
部
で
右
上
方
に
は
ね
上
げ
る
横
函
と
は
ね
上
げ
な
い
横
酉

の
、
両
方
を
持
つ
文
字
は
全
仰
文
字
中
叩
文
字
存
在
す
る

(
別
%
)
。

θ
と
@
を
合
計
す
る
と
、
問
文
字
中
間
文
字
(
終
築
部
が
他
画

と
接
し
て
い
な
い
横
画
の
川
%
)
に
は
ね
上
げ
が
存
在
し
た
。
終

筆
部
で
は
ね
上
げ
る
横
画
は
「
築
資
子
碑
」
の
特
徴
で
あ
る
と
い

え
る
。。
右
上
方
に
は
ね
上
げ
な
い
横
函
に
は
、

筆
・
送
筆
・
終
筆
の
線
の
太
さ
が
一
定
で
、

縦
函
と
同
様
に
、
始

始
筆
お
よ
び
終
筆
部
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が
川
別
で
あ
る
横
画
が
川
文
字
存
在
す
る

(
O、
@
の
川
%
)
。

横
画
で
は
、
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
横
画
と
、
始
筆
お
よ
び
終

筆
部
が
九
十
度
で
あ
る
横
画
の
用
筆
法
を
考
察
す
る
。

始
筆
お
よ
び
終
筆
が
九
十
度
で
あ
る
横
函
を
表
現
す
る
た
め

に
は
、
始
筆
を
垂
直
に
入
れ
る
。
筆
の
根
元
に
圧
を
加
え
な
が
ら
、

側
筆
の
状
態
で
、
右
方
向
に
彫
り
込
む
よ
う
に
ひ
く
。
終
筆
部
で

は
筆
を
一
旦
と
め
て
、
右
上
方
に
力
を
収
束
さ
せ
る
よ
う
に
徐
々

に
筆
圧
を
抜
い
て
い
く
(
写
真
六
)
。
は
ね
上
げ
を
持
つ
横
商
の
場

合
は
、
終
筆
部
で
筆
を
一
旦
と
め
て
か
ら
(
写
真
七
)
、
右
上
方
へ

切
り
込
む
よ
う
、
一
息
に
力
を
放
つ
(
写
真
八
)
。

写

真

六

写

真

七

写

真

八

(
四
)
左
払
い

次
に
、
「
袈
賀
子
碑
」
に
警
か
れ
る
左
払
い
を
分
析
す
る
。
碑
文

中
で
左
払
い
を
持
つ
文
字
は
、
全
回
文
字
中
吋
文
字
で
あ
る

4
 

(
削
%
)
。

「
察
賀
子
碑
」
の
左
払
い
を
持
つ
文
字
を
見
る
と
、
終
筆
部
が

は
ね
上
げ
て
い
る
左
払
い
が
多
い
。
そ
こ
で
終
筆
部
を
は
ね
上
げ

る
左
払
い
を
作
品
の
大
き
な
特
徴
の
一
っ
と
仮
定
し
、
は
ね
上
げ

の
有
無
で
分
類
を
行
う
。
終
筆
部
が
他
画
と
接
し
て
い
る
も
の
を

除
く
と
、
分
析
対
象
は
加
文
字
と
な
っ
た
。

θ
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
左
払
い
を
持
つ
文
字
は
、
全
加
文
字
中

川
文
字
存
在
し
た
(
削
%
)
。

。
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
な
い
左
払
い
を
持
つ
文
字
は
、
金
制
文
字

中
川
文
字
存
在
し
た
(
仰
%
)
。

②
ど
ち
ら
の
左
払
い
も
持
つ
文
字
は
、
全
加
文
字
中
日
文
字
存
在

し
た
(
引
%
)
。

θ
、
@
を
合
計
す
る
と
、
回
文
字
中
出
文
字
(
終
筆
が
他
国
と

n
L
 

接
し
て
い
な
い
左
払
い
の
則
%
)
に
は
ね
上
げ
が
存
在
し
た
。
終

筆
部
で
は
ね
上
げ
る
左
払
い
は
「
袋
賓
子
碑
」
の
特
徴
で
あ
る
と

い
え
る
。

続
い
て
、
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
左
払
い
の
用
筆
法
を
考
察
す

る
。
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
左
払
い
は
、
方
築
で
入
り
(
写
真
九
)
、

側
筆
で
力
強
く
筆
圧
は
一
定
の
ま
ま
左
下
方
へ
筆
を
動
か
す
。
終

答
宇
部
で
一
度
筆
を
と
め
、
筆
の
根
一
見
に
圧
を
加
え
て
か
ら
、

-12一
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方
へ
力
を
放
つ

(
写
真
十
)
。

写
真
九

写
真
十

(
玉
)
右
払
い

次
に
、
「
祭
賞
子
碑
」
に
警
か
れ
る
右
払
い
を
分
析
す
る
。
碑
文

中
で
右
払
い
を
持
つ
文
字
は
全

ω文
字
中

M
文
字
で
あ
る

d
斗
ム

(
川
%
)
。
「
暴
賀
子
碑
」
の
右
払
い
を
見
る
と
、
終
筆
部
を
は
ね

上
げ
る
右
払
い
が
多
い
。
そ
こ
で
、
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
右
払

い
を
「
袈
賀
子
碑
」
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
仮
定
し
、
分
類
を

行
う
。
な
お
、
右
払
い
の
場
合
、
終
築
部
が
他
画
に
接
す
る
右
払

い
が
存
在
し
な
か
っ
た
為
、
分
析
対
象
は
別
文
字
で
あ
る
。

θ
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
右
払
い
を
持
つ
文
字
は
、
山
文
字
中

M

文
字
存
在
す
る
(
削
%
)
。

。
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
な
い
右
払
い
を
持
つ
文
字
は
、

却
文
字
存
在
す
る
(
山
一
%
)
。

閑
文
字
中

川
一
文
字
中

1
文
字
存
在
す

②
ど
ち
ら
の
右
払
い
も
持
つ
文
字
は
、

る

(
M
%
)
。

θ
、
@
を
合
計
す
る
と
別
文
学
中
町
文
字
に
は
ね
上
げ
が
存
在

す
る
(
削
%
)
。
終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
右
払
い
は
「
嚢
賀
子
碑
」

に
お
け
る
右
払
い
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
筆
部
で
は
ね
上
げ
る
右
払
い
の
用
筆
は
、
終
筆
部
で
は
ね
上

げ
る
左
払
い
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
筆
圧
を
一
定
に
運
び
、
終
筆

部
で
と
め
、
筆
の
根
元
に
圧
を
加
え
た
後
、
右
上
方
へ
力
を
放
っ

(
写
真
十
ご
。

写
真
十
一

こ
こ
ま
で
縦
画
・
横
画
・
斜
面
と
そ

れ
ぞ
れ
の
点
画
に
分
け
て
分
析
を
行
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
挙
げ
た
大
き
な
特

徴
は
、
終
筆
部
に
お
け
る
は
ね
上
げ
で

あ
っ
た
。
終
筆
部
に
お
け
る
は
ね
上
げ

は
、
「
袈
賀
子
碑
」
の
画
全
体
に
お
け
る

特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
奨
賀
子
碑
」

は
蓄
の
玉
体
に
お
い
て
措
蓄
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
図
三
、
図

四
の
よ
う
に
、
隷
書
・
行
書
な
ど
の
特
徴
を
含
む
点
画
を
有
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。
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図
三
「
嚢
賀
子
碑
」
乎

四

画
の
組
み
立
て

図
四

「
興
福
寺
断
碑
」
乎

続
い
て
、
文
字
に
お
け
る
函
の
組
み
立
て
方
を
分
析
す
る
。

(
一
)
薗
の
組
み
方

ま
ず
、
作
品
内
に
多
出
す
る
口
部
か
ら
、
商
の
組
み
方
に
つ
い
て

の
分
析
を
行
う
。
口
や
日
の
よ
う
に
口
部
を
持
つ
文
字
は
、
仰
文

字
中
国
文
字
存
在
す
る
(
削
%
)
。

図

五

「

嚢

賀

子

碑

」

宮

図

六

「
九
成
宮
醒
泉
銘
」
{
呂

右
に
例
示
し
た
図
玉
、
図
六
は
、
「
祭
賞
子
碑
」
と
「
九
成
宮

醒
泉
銘
」
に
書
か
れ
る
「
宮
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、

転
折
部
に
遠
い
が
見
ら
れ
る
。
「
九
成
宮
醒
泉
銘
」
は
転
折
部
で
つ

り
上
げ
て
筆
を
う
ち
こ
み
直
し
、
筆
の
コ
シ
を
効
か
せ
な
が
ら
連

続
的
に
画
を
ひ
く
。
「
察
賀
子
碑
」
の
ほ
り
込
ん
だ
よ
う
な
転
折
部

を
書
く
に
は
、
唐
代
以
降
に
発
達
し
た
措
蓄
と
は
異
な
る
筆
使
い

を
要
す
る
。

「
罪
賀
子
碑
」
の
よ
う
な
転
折
部
を
書
く
場
合
は
、
筆
を
完
全

に
紙
か
ら
離
し
(
写
真
十
二
)
、
再
び
入
筆
す
る
。
始
筆
お
よ
び
終

筆
部
で
は
垂
直
・
水
平
に
入
れ
、
筆
圧
が
一
定
に
な
る
よ
う
に
ひ

く
。
ま
た
、
「
奏
賀
子
碑
」
は
、
折
れ
の
後
の
縦
画
が
鋭
角
に
入
る

「
九
成
宮
醒
泉
銘
」
と
異
な
り
、
垂
直
に
筆
を
下
・
ろ
す
(
写
真
十

三
)
。
内
側
の
余
白
は
矩
形
を
と
る
。
ま
た
、
終
筆
部
ま
で
筆
圧
は

緩
め
ず
、
太
さ
は
一
定
で
あ
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
「
鼻
持
賀
子
碑
」

の
転
折
部
は
、
隷
蓄
や
築
蓄
と
同
様
の
筆
法
を
用
い
る
も
の
と
い

え
る
。
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日
、
温
調

写
真
十
三

(
二
)
薗
の
接
し
方

次
に
、
画
の
接
し
方
を
分
析
す
る
。
日
・
月
・
田
な
ど
、
囲
い

の
中
に
画
を
持
つ
川
文
字
の
中
で
、
固
い
に
点
画
の
片
端
が
接
し

な
い
文
字
は
伯
文
字
存
在
す
る
(
似

%
v
o

固
い
の
中
に
函
を
持
つ
文
字
の
約
半
数
が
、
固
い
に
点
画
の
片

端
が
接
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
画
の
接
し
方

に
断
固
た
る
規
則
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
固
い
の

中
に
函
を
持
つ
部
分
の
大
き
さ
が
文
字
に
お
い
て
小
さ
い
ほ
ど
、

囲
い
と
点
画
の
片
端
が
援
し
な
い
傾
向
が
強
い
。
図
七
の
都
督
を

例
と
し
て
挙
げ
る
。
日
部
の
大
き
さ
が
文
字
に
対
し
て
四
分
の
一

ほ
ど
の
都
は
、
両
端
が
接
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
部

の
大
き
さ
が
文
字
の
半
分
を
占
め
る
督
は
、
両
端
が
接
し
て
い
る
。

こ
の
傾
向
に
よ
っ
て
、
固
い
が
小
さ
い
部
分
の
窮
屈
な
空
間
に
、

ゆ
と
り
を
持
た
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
固
い
に
点
画

の
両
端
が
接
す
る
文
字
と
接
し
な
い
文
字
が
、
ほ
ぽ
同
等
に
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
作
品
全
体
の
均
衡
を
と
っ
た
と
も
い
え
る
。

な
お
、
片
端
が
接
し
な
い
文
字
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
画
の

右
側
が
接
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
例
外
的
に
、
図

八
の
聖
は
、
画
の
左
側
が
囲
い
と
接
し
な
い
つ
く
り
と
な
っ
て
い

る。
図
七

都
督

聖

図
)¥. 

玉

お
わ
り
に

分
析
的
な
視
点
を
も
っ
て
「
袈
賓
子
碑
」
の
鑑
賞
を
試
み
た
と

こ
ろ
、
様
々
な
特
徴
を
持
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
「
袈
賀
子
碑
」
は
、
建
碑
を
禁
じ
ら
れ
た
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

煩
徳
碑
で
あ
り
、
特
に
点
画
に
お
い
て
多
様
性
を
持
っ
た
作
品
で

あ
る
。
そ
の
多
彩
さ
は
、
作
品
を
見
る
者
を
惹
き
つ
け
る
「
奏
貿

の
魅
力
と
い
え
る
。

子
碑
」
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